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リンクに笑顔
11月23日、スワンスケートリンクが市体育館にオープン。
23日、24日は無料開放され、親子連れなど多くの市民が
氷の感触を楽しみました。

2 特集　酒田市の財政状況

8 市職員採用試験
9 冬の交通安全県民運動
１2 民生委員・児童委員の紹介















災害廃棄物の処理に関する測定結果について� ●お問い合わせ／市環境衛生課管理係�☎31-0933

⑴地下水、放流水の放射性物質濃度
月日 測定地点 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

11/13
地下水上流 不検出 不検出 不検出 　（セシウム134濃度÷60）

＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出
放流水 不検出 不検出 不検出

単位：ベクレル／リットル
2.最終処分場周辺地域における測定結果

測定地点（高さ1㍍） 10／28 11／5 11／11 11／18 基準値※1
敷地境界(4地点) 0.04～0.05 0.04～0.05 0.06 0.06 0.19以下バックグラウンド※2 0.04 0.05 0.06 0.06

単位：マイクロシーベルト／時間⑵空間放射線量率

測定地点（高さ1㍍） 10／29 11／13 基準値※1
大平公会堂 0.04 0.05 0.19以下

単位：マイクロシーベルト／時間
1.最終処分場における測定結果

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

空間放射線量率

区分 職種 採用予定人員 受　験　資　格 試験内容

大
学
卒
業

程
度 土木A 若干名

①昭和59年4月2日～平成4年4月1日に生まれた方
②平成4年4月2日以降に生まれた方で、大学（短期大学を除
く）を卒業した方または平成26年3月までに卒業見込みの方

【1次】教養試験、専門試験
【2次】面接

社
会
人
経
験
者

土木B 若干名

昭和54年4月2日～平成2年4月1日に生まれた方で、民間企業
などにおける土木関係の設計、施工管理などの職務経験を5
年以上有し、次の①～④の資格のうちいずれかを有する方
①2級土木施工管理技士以上
②技術士補以上
③RCCM資格試験の合格者
④公務員で土木技師を5年以上経験した方

【1次】適性検査、面接
【2次】面接

理学療法士 1人 昭和59年4月2日以降に生まれた方で、理学療法士の免許を
有する方、または取得見込みの方

【1次】教養試験
【2次】面接

看護師 若干名
昭和49年4月2日以降に生まれた方で、看護師の免許を有す
る方、または取得見込みの方
◆准看護師は除きます。

【1次】教養試験、適性検査
【2次】面接

任

※

期
付

職
員 保育士 10人程度 昭和43年4月2日～平成元年4月1日に生まれた方で、保育士

の資格を有し、保育士の職務経験を有する方
【1次】適性検査、面接
【2次】面接

市職員採用試験のお知らせ（平成26年4月1日採用）�
●お問い合わせ／市総務課職員係�☎２６-5７０２

●採用試験
【1次】期日／平成26年1月12日（日）▶場所／市民健康センター
【2次】期日／平成26年2月上旬（予定）（1次試験合格者に通知）
●申し込み
12月2日（月）～24日（火）（必着）の午前8時30分～午後5時15分（土曜・日曜日、祝日を除く）に、受験申込書に必要事
項を記入し、写真を受験申込書と受験票に貼り、〒998-8540（住所不要）酒田市総務部総務課に郵送または持参
◆受験申込書は市役所2階総務課、各総合支所地域振興課にあります。また市のホームページからダウンロードで
きます。郵送を希望する場合は、宛先を明記し120円切手を貼った角形2号（A4判が折らずに入る大きさ）の返信用
封筒を同封して請求してください。

※任期付職員／公務の能率的運営を確保するため、任期を定めて採用する職員（任期は平成26年4月1日～平成29年3月31日の3年間。さらに
最長で2年間更新する場合があります）

※１ 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点
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冬
季
間
は
路
面
状
況
が
変
わ
り
や
す

く
、
ま
た
地
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
な

ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
歩
行
者
に
も
大

変
危
険
な
時
期
で
す
。
交
通
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
運

転
、
歩
行
し
ま
し
ょ
う
。

︻
冬
道
の
安
全
運
転
５
則
︼

・
ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
場
よ
り
10
キ
ロ
以

上
減
速
す
る

・
車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時
の
２
倍

以
上
と
す
る

・
急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
な
ど
の
急
激
な
操
作
を
避
け
る

・
視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
良
く
見
て

早
め
に
徐
行
す
る

・
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
追
い
越
し
は
し

な
い

　
市
役
所
１
階
市
民
課
に
番
号
表
示
盤

（
番
号
案
内
モ
ニ
タ
ー
）
を
設
置
し
、

12
月
９
日
㈪
か
ら
市
民
課
窓
口
で
の
運

用
を
開
始
し
ま
す
。

　
窓
口
で
の
申
請
受
付
後
に
番
号
札
を

発
行
し
、
交
付
の
際
は
番
号
案
内
モ
ニ

タ
ー
お
よ
び
音
声
で
案
内
し
ま
す
。

　
な
お
来
年
１
月
か
ら
は
番
号
案
内
モ

ニ
タ
ー
に
併
設
し
た
市
政
情
報
モ
ニ
タ

ー
で
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
民
間
広

告
な
ど
を
放
映
し
ま
す
。

◆
番
号
表
示
盤
な
ど
の
機
器
の
導
入
お

よ
び
維
持
費
用
は
、
市
政
情
報
モ
ニ
タ

ー
で
放
映
す
る
民
間
広
告
の
広
告
料
で

賄
わ
れ
ま
す
。

　
一
般
発
売
に
先
駆
け
、
酒
田
市
の
特

別
先
行
予
約
を
行
い
ま
す
。

赤
信
号 

心
の
ブ
レ
ー
キ 

し
っ
か
り
と

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
12
月
１
日
～
10
日

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室�

☎
２
６-

５
７
２
６

冬
道
の
交
通
事
故
防
止

●
冬
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
は
お
早
め
に

　
雪
が
積
も
っ
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま

す
。
休
日
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
早

め
に
タ
イ
ヤ
の
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
の
注
意
点

　
外
出
は
な
る
べ
く
夕
暮
れ
前
に
済
ま

せ
、
夜
間
の
外
出
の
際
は
、
ピ
カ
ピ
カ

光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

●
飲
酒
運
転
は
し
な
い　
さ
せ
な
い　

許
さ
な
い

　
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の
機
会
が
多
い

市
民
課
窓
口
に
番
号
表

示
盤
を
設
置
し
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
民
課
住
民
係

�

☎
２
６-

５
７
２
３

酒
田
市
民
会
館「
希
望
ホ
ー
ル
」開
館
10
年

記
念
事
業・希
望
ホ
ー
ル
共
催
事
業

K

カ

ズ

ヨ

シ

A
Z
U
YO
SH
I�S

サ
イ
ト
ウ

A
ITO
�

L
ラ
イ
ブ

IVE�T

ツ
ア
ー

O
U
R�2013-2014�

「
斉
藤�

＆�

和
義
」

酒
田
市
特
別
先
行
予
約
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
希
望
ホ
ー
ル

☎
２
６-

５
４
５
０

日
時
／
平
成

26
年
３
月
30

日
㈰
午
後
５

時
30
分
開
演

（
５
時
開
場
）

▼
場
所
／
希

望
ホ
ー
ル
▼

料
金
（
全
席

指
定
）
／
６

千
円
▼
先
行
予
約
／
12
月
９
日
㈪
正
午

〜
13
日
㈮
午
後
11
時
59
分
▼
受
付
番
号

／
☎
０
５
７
０-

０
８
４-

０
０
２
（
L

コ
ー
ド
２
３
１
７
９
が
必
要
）

◆
受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
。
受
付
期

間
内
で
あ
っ
て
も
予
定
枚
数
に
達
し
次

第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
申
し

込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
枚
数
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
発
売
日
／
平
成
26
年
１
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
イ

ー
プ
ラ
ス

◆
３
歳
未
満
は
入
場
不
可
。
３
歳
以
上

か
ら
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。

◆
会
場
内
へ
の
録
音
・
録
画
機
器
の
持

ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
会
場
内

で
録
音
・
録
画
機
器
の
使
用
が
発
覚
し

た
場
合
、
即
退
場
と
な
り
ま
す
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

ジ
ー
ア
イ
ピ
ー 

☎
０
２
２-

２
２
２-

９
９
９
９（
24
時
間
自
動
音
声
案
内
）へ
。

斉藤和義

時
期
で
す
。「
軽
い

気
持
ち
」
か
ら
の
重

大
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
家
庭
や
職
場
、

地
域
で
声
掛
け
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

︻
安
全
横
断
５
則
︼

・
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

・
道
路
の
端
で
必
ず
立
ち
止
ま
る

・
右
・
左
の
安
全
を
確
か
め
る

・
安
全
を
確
か
め
た
ら
、ま
っ
す
ぐ
さ
っ

さ
と
渡
る

・
横
断
中
も
右
・
左
の
車
の
動
き
に
気

を
配
る

運転するときは酒を飲まない

9 市政ピックアップ ［私の街さかた 2013.12.2］



障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

12
月
３
日
～
９
日
は
障
が
い
者
週
間
で
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係�

☎
２
６-

５
７
３
３
、発
達
支
援
室�

☎
２
６-

６
２
５
８

　
皆
さ
ん
は
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
障
が
い
は
年
齢

を
問
わ
ず
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ

と
で
す
。

　
障
が
い
は
多
種
多
様
で
、
抱
え
る
困

難
さ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
周
囲
の

理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
全
て

の
人
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
で

き
る
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
相
談
窓
口
な
ど

◎
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談

﹁
指
定
相
談
支
援
事
業
所
あ
お
ぞ
ら

︵
市
相
談
支
援
事
業
実
施
委
託
先
︶﹂

　
本
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み
相
談
な
ど

を
行
い
ま
す
。
少
し
で
も
生
活
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
つ
な
げ
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
本

人
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

利
用
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時（
祝
日
、年
末
年
始

を
除
く
）▼
場
所
／
北
新
橋
一
丁
目
１- 

18
▼
電
話
番
号
／
２
２-

９
９
８
０

◎
仕
事
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談

﹁
庄
内
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー︵
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
で
る
︶﹂

　
就
労
経
験
の
な
い
方
や
就
業
に
向
け

た
訓
練
を
必
要
と
す
る
方
に
、
支
援
ワ

ー
カ
ー
が
働
く
場
所
を
探
す
な
ど
、
仕

事
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
上
の
相
談
・

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時（
祝
日
、年
末
年
始

を
除
く
）▼
場
所
／
北
新
橋
一
丁
目
１- 

18
▼
電
話
番
号
／
２
４-

１
２
３
６

◎
発
達
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談

﹁
発
達
支
援
室
﹂

　
情
緒
的
、
精
神
的
、
知
的
な
面
で
不

安
や
悩
み
が
あ
る
、
生
活
や
学
習
面
で

難
し
さ
や
差
し
障
り
が
あ
る
な
ど
の
方

に
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期

に
至
る
ま
で
生
涯
に
わ
た
り
、
一
貫
し

た
支
援
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
▼
場
所
／
市
役
所
１

階
福
祉
課
内

◆
個
別
相
談
は
、
発
達
支
援
室
へ
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。予
約
は
Ｅ
メ
ー
ル

hattatusien@
city.sakata.

yam
agata.jp

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

︻
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
︼
年
３
回
、

聴
覚
と
肢
体
に
関
し
て
、
医
師
に
よ
る

診
察
を
行
い
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
の
診
断
を
行
い
ま
す
。

︻
身
体
障
が
い
者
更
生
相
談
︼
第
２
・

第
４
水
曜
日
に
市
が
委
託
し
た
相
談
員

が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

︻
各
種
教
室
の
開
催
︼
パ
ソ
コ
ン
、書
道
、

詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
芸
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
教
室

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
祝
日
、年
末
年
始
を
除

く
）▼
場
所
／
北
今
町
３-

８
▼
電
話

番
号
／
２
６-

３
７
１
５

障
が
い
を
理
解
す
る
た
め
に

―
出
前
講
座
を
お
届
け
し
ま
す
―

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
障
が
い
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
分
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
。

対
象
／
本
市
在
住
、
在
学
、
在
勤
し
て

い
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
▼

内
容
／
①
共
生
社
会
に
向
け
て
―
障
が

い
者
福
祉
を
考
え
よ
う
― 

②
共
生
社

会
に
向
け
て
―
発
達
障
が
い
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
―
▼
申
し
込
み
／
市

役
所
１
階
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
、
発

達
支
援
室
へ
電
話
ま
た
は
直
接

障がい者バザーへどうぞ
　障がい者週間に合わせてバザーを開
催します。障がい者支援事業所で作っ
ているお菓子や木工品などを販売しま
すので、気軽にお立ち寄りください。
日時／12月2日（月）～6日（金）
　　　午前10時～午後2時
場所／市役所1階ロビー

◎
障
が
い
者
週
間
と
は

　
国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
奨
励
賞

市
立
八
幡
小
学
校

市
立
飛
鳥
中
学
校

◎
優
秀
賞

︻
幼
稚
園・保
育
園
の
部
︼

空
の
雲
綿
あ
め
み
た
い
お
い
し
そ
う

　
佐
藤
千
優
さ
ん（
仁
助
新
田
保
育
園
）

ど
ん
ぐ
り
が

　
風
で
コ
ロ
コ
ロ
お
に
ご
っ
こ

　
小
澤
蓮
斗
さ
ん（
酒
田
第
二
幼
稚
園
）

涼
し
い
風
き
れ
い
な
雲
や
木
が
ゆ
れ
る

　
佐
藤
晴
飛
さ
ん（
酒
田
第
二
幼
稚
園
）

は
っ
ぱ
が
ね

　
き
れ
い
な
い
ろ
に
だ
い
へ
ん
し
ん

小
松
原
愛
子
さ
ん（
楢
橋
保
育
園
）

キ
リ
ギ
リ
ス
夜
に
い
い
声
コ
ン
サ
ー
ト

荒
生
遥
月
さ
ん（
酒
田
幼
稚
園
）

は
ぐ
ろ
さ
ん

　
か
い
だ
ん
の
ぼ
る
ぼ
く
の
い
き

澁
谷
泰
紀
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

が
ん
ば
る
ぞ

　
お
と
す
な
バ
ト
ン
い
っ
ち
ょ
く
せ
ん

　
原
谷
徹
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

あ
あ
さ
む
い

　
げ
ん
か
ん
と
び
だ
し
あ
き
の
か
ぜ

　
本
間
悠
真
さ
ん（
八
幡
保
育
園
）

　
酒
田
の
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
の
力
を

鍛
え
、
感
性
を
磨
き
な
が
ら
日
本
の
文

化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で

始
め
た
本
事
業
も
、
５
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
市
内
の
園
児
や
小
中
学
生
を
対

象
に
、
俳
句
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、

今
年
は
５
９
２
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、
次
の
通
り
入
賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

◎
大
賞

う
ん
ど
う
か
い

　
お
う
え
ん
ひ
び
く
ぼ
く
ヒ
ー
ロ
ー

　
阿
部
航
也
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

す
い
ぞ
く
か
ん

　
く
ら
げ
お
う
こ
く
ゆ
ら
ゆ
ら
と

塩
谷
悠
斗
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

ゆ
う
や
け
が

　
山
の
う
し
ろ
に
か
く
れ
て
る

田
村
紗
彩
さ
ん（
亀
城
小
３
年
）

キ
ン
モ
ク
セ
イ

　
新
し
い
友
と
出
会
え
た
日

小
野
夢
月
さ
ん（
内
郷
小
６
年
）

嵐
過
ぎ
置
き
土
産
に
は
梨
の
香
り

佐
藤
暢
帆
さ
ん（
第
二
中
３
年
）

い
な
ご
く
ん

　
お
ぶ
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
ち
か
ら
も
ち

佐
藤
玲
杏
さ
ん（
八
幡
保
育
園
）

︻
小
学
生
の
部︵
低
学
年
︶︼

と
ま
っ
た
よ

　
わ
た
し
の
か
た
に
あ
か
と
ん
ぼ

土
井
彩
綺
さ
ん（
八
幡
小
３
年
）

コ
ン
バ
イ
ン

　
い
な
ほ
す
い
こ
む
そ
う
じ
き
だ

冨
樫
知
弘
さ
ん（
八
幡
小
２
年
）

秋
の
風
わ
た
し
を
こ
え
て
前
進
む

伊
田
陽
菜
理
さ
ん（
浜
中
小
３
年
）

ひ
ま
わ
り
が
太
陽
を
見
て
に
ら
め
っ
こ

船
越
健
太
さ
ん（
松
陵
小
３
年
）

秋
の
空
ひ
つ
じ
さ
ん
た
ち
さ
わ
い
で
る

伊
藤
青
空
さ
ん（
琢
成
小
３
年
）

︻
小
学
生
の
部︵
高
学
年
︶︼

新
米
だ
祖
父
母
に
感
謝
い
た
だ
き
ま
す

土
井
友
莉
さ
ん（
八
幡
小
６
年
）

夏
の
雲
追
い
か
け
る
ほ
ど
遠
く
な
る

長
沢
瑞
穂
さ
ん（
平
田
小
６
年
）

バ
リ
カ
ン
で
頭
さ
っ
ぱ
り
秋
の
風

藤
田
康
生
さ
ん（
港
南
小
４
年
）

そ
ら
い
っ
ぱ
い
と
ん
ぼ
が
躍
る
帰
り
道

成
田
卓
磨
さ
ん（
若
浜
小
６
年
）

秋
空
に
う
か
び
か
が
や
く
ト
ン
ボ
の
背

工
藤
乃
ノ
佳（
琢
成
小
５
年
）

「
空（
曾そ

良ら

）」に
向
か
っ
て
一
句

第
５
回
酒
田
っ
子
俳
壇�

入
賞
作
品
の
紹
介●お問

い
合
わ
せ
／
市
学
校
教
育
課
指
導
係�

☎
２
６-

５
７
７
５

︻
中
学
生
の
部
︼

銀
杏
散
る
歩
け
ば
私
大
ス
タ
ー

荘
司
友
子
さ
ん（
飛
鳥
中
３
年
）

ベ
ラ
ン
ダ
で
授
業
を
受
け
る
赤
ト
ン
ボ

阿
部
美
来
さ
ん（
飛
鳥
中
３
年
）

稲
を
刈
る
祖
父
の
背
中
を
追
い
か
け
る

今
井
捺
稚
さ
ん（
飛
鳥
中
３
年
）

鮭
が
来
た
君
と
会
う
の
も
四
年
ぶ
り

　
後
藤
玲
於
奈
さ
ん（
飛
鳥
中
１
年
）

帰
途
の
寺
社
木
立
か
き
わ
け
望つ
き月
燃
ゆ
る

　
松
本
樹
希
さ
ん（
鳥
海
八
幡
中
２
年
）

し
も
や
け
の
手
を
包
み
込
む
母
の
指

佐
藤
皐
心
さ
ん（
第
四
中
１
年
）

番
号
を
押
し
て
は
消
し
て
迷
う
秋

池
田
優
香
さ
ん（
第
四
中
１
年
）

肌
寒
し
心
は
ぬ
く
し
夕
焼
け
空

山
形
郁
子
さ
ん（
第
三
中
１
年
）

ペ
ダ
ル
こ
ぐ
素
足
に
触
れ
る
秋
の
風

小
野
寺
結
芽
さ
ん（
第
一
中
３
年
）
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氏名 電話番号 担当地区

佐藤由紀子 27-3268 上安町二丁目1～11番、上安町三丁目
山口　弘子 23-8655 曙町一丁目、二丁目

未　定 日の出町一丁目、二丁目、こあ
ら一丁目

渡部美惠子 26-3966 主任児童委員
大泉　さゑ 27-3434 主任児童委員

第6民児協（定数21人）松陵・西荒瀬学区

後藤美智子 33-1001 光ケ丘一丁目8～18番（13番を除く）

大渕　信子 33-1877 光ケ丘一丁目2～7、13番、光ケ丘三丁目
齋藤榮實子 33-8984 光ケ丘二丁目1～20番

池田　純子 33-8757 光ケ丘二丁目21～30番、大浜一丁目（1番2、2番16を除く）
今野　　修 33-9826 光ケ丘四丁目1～13、19～21番

小笠原サエ子 33-4162 光ケ丘四丁目14～18、22番、高砂一丁目、松美町

宍戸喜美子 33-6540 光ケ丘五丁目1、2、6～13、18～20番

未　定 光ケ丘五丁目3～5、14～17番、
浜松町

千葉きよせ 33-3509 住吉町1～4、11～20番
志田　郁夫 33-6182 千日町11～22番、住吉町5～10番

田畑　清子 33-7407
北千日町3番5～19号、4、10、11、
13～19番、北千日堂前字松境
（39、40番地を除く）

金内　正子 33-3797 古湊町、高砂四丁目、北浜町
未　定 高砂二丁目、三丁目

小野　　正 34-2419 上市神、下市神、門田
佐藤　良雄 34-5352 宮海1区、2区
池田　藤悦 34-5347 藤塚1区、北畑、重畑

祢津　　幸 34-5031 藤塚2区、3区、元屋敷、尻地、土手添
尾形　裕美 33-9721 豊里の一部、田村、下藤塚、東野

三浦右記子 090-4558-
3449 豊里タウン

加藤　武雄 34-9487 主任児童委員
鹿野　明子 34-2436 主任児童委員

第7民児協（定数15人）浜中・黒森・十坂学区
佐藤　寛子 92-3547 浜中1区、2区、七窪
小林美和子 92-3198 浜中3区、4区、5区
奥山　　悟 92-3148 浜中6区、7区
池田　　悟 92-3699 広岡新田、八重浜
未　定 黒森4～7自治会区
未　定 黒森1～3自治会区

久松　正一 31-1781 坂野辺新田
長谷川和彦 31-2971 十里塚8～14組
髙橋　敏一 31-4855 十里塚1～7組
伊藤　春治 31-3036 飯森山一～三丁目、錦町三丁目
宮崎　重松 31-1584 錦町一丁目、京田一丁目
柴田　ふみ 31-2335 錦町二丁目、四丁目
早坂　信子 31-1330 錦町五丁目
西川　まり 31-1386 主任児童委員
未　定 主任児童委員

第8民児協（定数14人）宮野浦学区
白畑　和美 31-5485 宮野浦一丁目
阿部　　功 31-3193 宮野浦二丁目
未　定 宮野浦三丁目
高橋　俊昭 31-1817 若宮町一丁目1～18番
未　定 若宮町一丁目19～30番

志釜由紀子 31-1141 若宮町二丁目1～10番、県営アパート1～3号
武田　昭藏 31-5662 若宮町二丁目11～29番

高橋　陽一 31-0979 若宮町二丁目30～39番、県営アパート4、5号
未　定 緑ケ丘一丁目

守山　定利 31-1176 緑ケ丘二丁目

氏名 電話番号 担当地区
未　定 高見台一丁目
未　定 高見台二丁目
沖　　幸恵 31-0631 主任児童委員
未　定 主任児童委員

第9民児協（定数13人）新堀・広野学区
後藤　　徹 93-2328 新堀
石井喜代男 93-2921 丸沼
齋藤　征夫 93-2409 落野目、新渡
小林　則子 93-2741 局、木川
安藤　幹子 93-2024 門田
熊谷まり子 93-2775 板戸
渡部　とみ 92-2218 大渕、下通
阿部　正廣 92-3329 上通、中通
牧　　一二 92-3976 末広、上中村
佐藤　　廣 92-2732 福岡、興屋、三本柳

菅原　信男 92-2645 奥井、下中村、十五軒、広栄町一～三丁目
澁谷　政信 92-2673 主任児童委員
大場志美子 93-2427 主任児童委員
第10民児協（定数16人）鳥海（上田、本楯）・南遊佐学区

伊藤　秋子 25-2867 吉田、上野曽根（下村）
佐藤　　豊 27-3508 安田
伊藤　隆子 25-2283 鶴田、上野曽根（上村）、吉田新田
工藤　榮子 25-2625 上安田、古川、門屋
齋藤　　博 28-2297 本楯1区、2区
宇野　直之 28-3311 本楯3区、4区
茂木　敏彌 28-2255 城輪、豊原
佐藤やす子 64-3275 刈屋、大豊田
中川　一夫 28-2778 京屋、高田、北吉田、越橋
後藤　義昭 28-2581 庭田、鳥海、中吉田
阿部　善孝 28-3002 宮内1～4区
友野　勝幸 28-3117 六ツ新田、西谷地
齋藤伸二郎 28-2006 千代田（外野、今泉）
大場久美子 28-2787 米島
菅原　温子 27-3600 主任児童委員
土門　幸広 28-2965 主任児童委員
第11民児協（定数14人）平田学区（東平田・中平田・北平田）
遠田　洋一 94-2282 滝野沢、通越、大平、柳沢、深谷
前田　殖子 94-2715 十二ノ木、奥山、登路田
加藤　眞弓 94-2501 北沢、金生沢、矢流川、幸田
髙橋　　仁 94-2055 寺内、北境、境興野、鍋倉
坪池　文悟 94-2743 関、横代
岡田　　誠 24-4770 大槻新田、熊野田、手蔵田
阿部　 子 22-7025 大多新田、萩島、土崎、中野新田

村岡　順子 24-7660 熊手島、大野新田、勝保関、熊興屋
未　定 茨野新田、本川、小牧、小牧新田

髙橋　郁夫 25-2833 漆曽根、上興野

松田　保勝 25-2780 新青渡、布目、久保田、曽根田、古青渡、円能寺
松澤　伸治 27-3548 牧曽根、中野曽根
大畑英智子 27-3119 主任児童委員
髙橋千惠子 24-4798 主任児童委員

八幡民児協（定数27人）一條・八幡学区
青木　郁子 64-2996 市条1区、2区
丸藤　明敏 64-2961 市条3区、法連寺
池田　　香 64-4334 荒瀬
池田　権一 64-3960 大島田
大瀧　善嗣 64-2715 前川、岡島田
丸藤　弘勝 64-2743 平沢、寺田、小平
堀　ひろ子 64-2676 常禅寺、前山
小野寺由一 64-4085 山根
兵藤満喜子 64-3012 荒町1区、2区
堀　　優子 64-3520 観音寺1区
池田　　均 64-2129 観音寺2区
池田てつ子 64-4725 栄町

氏名 電話番号 担当地区
佐藤　榮子 64-2228 小泉1区、2区（下小泉除く）
後藤美惠子 64-3750 下小泉、大久保、塚渕
加藤　啓一 64-2761 芹田、北仁田
後藤あつ子 64-3654 山添、大平沢、後ロ山
池田　　郁 64-2223 脇、双葉、ニタ子、若神子
池田　絹代 64-4321 曙、三保六、内郷
相蘇　隆治 64-4126 南ノ前田、青沢
石川　和雄 64-2568 福山、橋本
御舩　尚弥 64-2559 新出、赤剥、泥沢
髙橋眞知子 64-4427 升田1区、大台野
村上　　薫 64-4645 升田2区、3区
小松　茂松 64-4732 上草津、下草津、湯ノ台
齊藤　俊一 64-3878 上黒川、下黒川
佐藤　貴夫 64-2323 主任児童委員
池田みつ子 64-4611 主任児童委員
松山民児協（定数24人）地見興屋・松山・内郷学区
鈴木　富雄 62-2510 柏谷沢、荒興野、成沢
志田　節子 62-2562 上大川渡、下大川渡
平向　邦夫 43-1442 地見興屋、下新田
齋藤　　勝 62-3795 臼ケ沢、大沼新田
石﨑　　稔 62-2963 川先、横町
難波きみ子 62-2993 中ノ丁、仲町（山寺）
齋藤　吉男 62-2354 上荒町、下荒町
犬塚　由美 62-3017 南新屋敷、元新屋敷
佐藤ひで子 62-3798 南町、仲町
齋藤るみ子 62-2840 内町
日野とし子 62-3132 新屋敷、北町
三浦　由美 62-3111 荒町
五十嵐　秀 62-2535 本町
難波　文雄 62-3680 肴町
佐藤　和子 62-2162 新町、上竹田
冨樫　朋子 62-2195 片町南、片町北
後藤　正治 62-3616 土渕、上茗ケ沢、上餅山
佐藤　町子 62-3367 上北目、中北目
佐藤　正志 62-3548 小見、石名坂
佐藤裕喜子 62-3279 下餅山、下茗ケ沢、引地
荘司　　邦 62-3118 中竹田、下竹田
遠藤　京子 62-3658 中牧田、相沢
小松　　睦 62-2823 主任児童委員
小田万里子 62-2845 主任児童委員

平田民児協（定数24名）田沢・南平田学区
工藤　清雄 54-2849 小林、西坂本
阿部　久美 54-2598 山元
石井　正春 54-2894 田沢新田
石黒きよう 54-2785 楯山
未　定 小女房、南田沢

石井みき子 54-2270 元田沢
佐藤由紀子 54-2127 円能寺、沖、進藤
樋渡　和男 54-2553 中里、笹山、備畑
髙橋二三子 54-2239 海ケ沢、鹿島、丸山
石川　千恵 54-2407 道屋敷、吉ケ沢
阿部　重敏 54-2732 本宮
髙橋　勝義 54-2923 中村、円道
小林　　悟 54-2360 山谷、山谷新田、新山
今井　宣幸 52-3618 楢橋
佐藤　　武 52-2356 山楯、中野目
堀　喜巳夫 52-2667 郡山、桜林、桜林興野、石橋
伊藤　理智 52-2192 天神堂、泉興野、堀野内、三之宮
長谷部　律 52-3044 飛鳥の一部
土田せつ子 52-3025 飛鳥の一部
池田　知子 52-3194 砂越の一部
石川　　完 52-2576 砂越の一部
佐藤しずえ 52-2207 砂越緑町
齋藤　惠子 54-2252 主任児童委員
伊藤　滋子 52-2481 主任児童委員
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あなたの地域の相談相手
民生委員・児童委員を紹介します

●お問い合わせ／市福祉課地域福祉係�☎２６-５７３１

　地域福祉のために活動している民生委員・児童委員が12月1日に改選され、次の方が厚生労働大臣から委嘱されまし
た（任期は12月1日～平成28年11月30日）。
　民生委員・児童委員は、市内14区域に民生委員・児童委員協議会を設け、援助を必要する方、高齢者、心身に障がい
のある方、福祉の相談や介護保険など、日常生活のさまざまな問題について相談や助言を行っています。あなたの地区
担当の民生委員・児童委員に気軽に相談してください。
◆民生委員・児童委員および主任児童委員が未定の地区は、委嘱され次第お知らせします。
氏名 電話番号 担当地区

第1民児協（定数16人）琢成学区
石川　明美 26-3987 日吉町一丁目

小淵みさ子 24-8154
日吉町二丁目、船場町一丁目1
番22～32号、6番1～4号、17～26
号、7番1～3号、23～46号、10番1
～4号、34～38号、11番20～27号

原田　道子 22-1983 南新町一丁目

表山　裕子 24-2283 南新町二丁目、北新町二丁目6～12番、大浜一丁目1番2、2番16号

髙橋　恒子 22-9463 北新町一丁目、北新町二丁目1～5番
森谷　隆子 24-9727 北今町
本間　和恭 22-7329 北里町
佐藤　紀子 26-1258 南千日町
鶴田　裕子 24-8220 栄町
佐藤るり子 24-7686 御成町
堀井　俊子 26-7531 寿町

中野　悦子 22-0036 中央東町、中央西町、相生町二丁目4、5番

原規久子 22-3075

中町一丁目1番1～8号、10～23
号、2番、3番7～10号、28～33
号、中町二丁目（5番10～27号、
6番9～29号を除く）、中町三丁
目（6番、7番9～18号を除く）

佐藤　洋一 23-7220

船場町二丁目1番31号、3番1～
25、50号、中町二丁目6番9～
29号、中町三丁目6番、7番9～
18号、本町三丁目6番1～4号、6
番21（西側）～40号、7番12～
28号、8番10～24号、9番、10番、
11番1～24号、11番27～40号

橘　多佳子 22-5776 主任児童委員
未　定 主任児童委員

第2民児協（定数29人）浜田・若浜学区

本間　　武 22-3678 相生町一丁目4～7番、二丁目（4番、5番を除く）
本間　敏子 22-7192 幸町一丁目

佐藤　凉子 22-9560 相生町一丁目1～3番、幸町二丁目
萬年　裕子 24-1565 浜田一丁目
池田　　明 23-6558 浜田二丁目
伊藤みどり 24-6989 新井田町
未　定 一番町、二番町

杉山みさ子 24-7727
中町一丁目1番9、3番14～27号、
4～14番、中町二丁目5番10～
27号

本間　捷子 22-4237 上本町

加藤　武司 22-7396 本町一丁目、二丁目、三丁目1番1、3～31号
安彦　征子 24-5609 旭新町2～12番
是谷富美子 26-0522 旭新町1、13～24番
佐藤　紀子 22-9631 駅東一丁目1、4～13、17、18番

氏名 電話番号 担当地区

三澤　フミ 22-3174
駅東一丁目2、3、14～16番、駅
東二丁目1、2、5、6、13、14、16、
17番

佐藤　　守 23-4314 駅東二丁目3、4、7～12、18番
加藤　　緑 22-3636 東栄町

佐藤　　隆 24-5797 若浜町2～6、18～23番、新橋四丁目1～4番
未　定 若浜町7～17番
未　定 緑町11～20番
未　定 緑町2～10番
未　定 新橋二丁目1～8番
後藤　久司 26-3031 新橋二丁目9～26番
未　定 新橋四丁目5～17番
未　定 新橋五丁目

小野寺祐子 24-2938 東大町一丁目10～17、48番、東町一丁目
今野　峯子 26-3177 東大町一丁目1～9番
阿部　有信 24-0245 こあら二丁目、三丁目
伊藤　智樹 22-9085 主任児童委員
松川てい子 26-3026 主任児童委員

第3民児協（定数23人）港南・亀城・飛島学区

未　定

船場町一丁目1番1～21号、2～
5番、6番5～16号、7番4～22号、
8～9番、10番5～33号、11番1～
19号、船場町二丁目（1番31号、
3番1～25、50号を除く）、本町
三丁目1番2号、2～5番、6番5～
21号（東側）、7番1～11号、29～
34号、8番25～ 49-1号、11番25
～26号、12番

松尾千惠子 24-5444 山居町一丁目
未　定 山居町二丁目
仲條　敏子 22-7573 入船町
兵藤てい子 23-1340 堤町
原田　　勇 22-6161 若竹町一丁目
秋野　功志 24-7370 若竹町二丁目3～6、11～14番

石川　静子 26-2468 若竹町二丁目1、2、7～10、15、16番
未　定 若原町

澁谷　良子 24-8628 亀ケ崎六丁目
伊藤　良子 23-5314 千石町一丁目
矢野　智子 22-1370 千石町二丁目
未　定 末広町
石黒　佳子 23-3884 東中の口町

大内　和子 22-1247 亀ケ崎一丁目（横道町、戸沢町自治会）
小田　和子 26-3443 亀ケ崎二丁目

相場　智子 23-3668
亀ケ崎三丁目の一部、亀ケ崎
四丁目の一部（長袋町、亀三東
自治会）

富樫　文子 24-0263 亀ケ崎三丁目の一部、亀ケ崎四丁目の一部（立町自治会）

氏名 電話番号 担当地区

西村　　武 23-3694 亀ケ崎四丁目の一部、亀ケ崎五丁目の一部（最上町自治会）
冨樫　光子 24-5563 みずほ一丁目
池田　 男 95-2035 飛島
田澤　　薫 23-0966 主任児童委員
未　定 主任児童委員

第4民児協（定数15人）松原学区

未　定 亀ケ崎五丁目6番、7番18～65
号、8～14番

加藤　佐登 24-0107 亀ケ崎七丁目
佐藤美也子 22-9156 両羽町・東両羽町
齋藤　玲子 23-3419 東大町二丁目、大町1～13番

今井　則子 24-6284
東大町三丁目1～6、8、9、10の
一部、26、27、36～44番、東町
二丁目

佐藤キミ子 24-6426 東大町三丁目7、10の一部、22～25、28～35番
石井　　節 26-3053 大町14～19番、みずほ二丁目
上野　博資 26-4582 四ツ興屋、仁助谷地

斎藤　洋子 22-8255 大宮町三丁目（大宮ふれあい自治会）、大宮町四丁目

石井　靖雄 22-8597 遊摺部、字白鳥、大宮町一～三丁目（大宮ふれあい自治会除く）
加藤千代子 23-3795 松原南
千葉　秋雄 24-4567 こがね町一丁目
若杉惠美子 24-8874 こがね町二丁目、あきほ町
黒川　和子 26-2705 主任児童委員
佐藤　弘子 22-1823 主任児童委員

第5民児協（定数22人）泉・富士見学区
冨樫由美子 33-8057 泉町、西野町

丸山　よし 33-7632 千日町1～10番、北千日町1～3番（5～19号除く）

未　定
北千日町5～9、12、20～29番、
北千日堂前字松境39、40番地、
下西割51番地

阿部きえ子 26-4706 東泉町一丁目
木村　孝子 24-6751 東泉町二丁目

板垣　容子 26-2692 東泉町三丁目、東泉町四丁目1～6番
須藤　柳子 24-0373 東泉町四丁目7～16番
未　定 下安町

吉澤　良子 33-3001 ゆたか一丁目、二丁目

来生美香子 24-4517 東泉町五丁目、六丁目、ゆたか三丁目
桐澤須磨子 24-8536 新橋一丁目
眞坂　金吉 26-0848 北新橋一丁目
渡部　昌子 26-7261 北新橋二丁目
佐藤　良子 26-1923 富士見町一丁目
伊藤　和子 23-0816 富士見町二丁目
松本　京子 26-6796 富士見町三丁目

戸塚　笑子 27-3432 上安町一丁目、上安町二丁目13～20番
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。
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せ

お 
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ら 

せ

　ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は冬に流行します。感染
力が強く、少量のウイルスでも感染するため、保育園・幼稚園、学校や福
祉施設などの集団生活の場では、特に注意が必要です。

【症状】
ウイルスが体内に入ってから1日～2日で、吐き気、
嘔
おう

吐
と

、下痢、腹痛、軽度の発熱などの症状が出ます
【予防のポイント】
・手洗いが基本。トイレ後や調理前には、流水と石けんで手をよく洗う。
・二枚貝は、中まで十分に火を通して食べる。二枚貝を扱った調理器具

類は、洗剤でよく洗ってから、熱湯や塩素系の漂白剤で消毒する。
・下痢・嘔吐などの症状があるときは、食品の調理は控える。
・吐物などを片付けるときはマスクを付け、ビニール手袋と使い捨て

できる紙タオルなどを使い、素手で触れない。汚れた場所は塩素系
漂白剤を染み込ませた紙タオルなどで拭き取り消毒する。片付けが
終わったら手洗いとうがいをする。
・吐物などで汚れた衣類は、塩素系漂白剤に30分程度浸して消毒した

後、洗濯し天日干しする。
問市健康課健康係 ☎24-5733

ノロウイルスによる食中毒と感染性胃腸炎に注意しましょう
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５
７
３
４

や
す
ら
ぎ
霊
園
の
管
理
棟
の
閉
鎖

分
館
は
終
日
休
館
し
ま
す
。

問 

市
管
財
課
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
１
０

問 

市
情
報
管
理
課
統
計
係 

☎
２
６-

５

７
０
５
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募
　
集

日
時
／
12
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
▼
場
所
／
酒
田
調
理
師
専
門
学
校

（
幸
町
二
丁
目
）
▼
対
象
／
小
学
３
年

生
〜
中
学
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
／
先
着
10
組
▼
内
容
／
米
粉
を
使
っ

た
料
理
づ
く
り
と
試
食
▼
講
師
／
同
学

校
講
師
▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、内
履
き
▼
費
用
／
１
組
１
千
円（
当

日
持
参
）
▼
申
し
込
み
／
12
月
３
日
㈫

〜
17
日
㈫
に
市
農
政
課
水
田
営
農
対
策

係
へ 

☎
２
６-

５
７
５
１

米
粉
を
使
っ
た
食
育
料
理
教
室

期
間
／
12
月
２
日
㈪
〜
平
成
26
年
２
月

28
日
㈮
▼
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

問 

市
観
光
物
産
課
観
光
物
産
係 

☎
２
６-

５
７
５
９

　求職中の方や再就職、起業を検討している方、男女、
年齢問わず受講できます。

場所／申し込みの際に確認してください ▼定員／各セ
ミナー先着10人～20人程度 ▼費用／無料 ▼申し込み／
同協議会事務局へ ☎43-8755、522-7522、Eメール
sakata-koyou@bz04.plala.or.jp
◆事務局の場所が中町庁舎に変わりました。

酒田市雇用創造協議会 セミナー受講生募集

セミナー 開催日 時　間 内　容 申込締切

ビ
ジ
ネ
ス
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー

Cコース 12/16（月）
～17（火）

9：00
～15：00

知っ得！人に伝
わるコミュニケ
ーション。自分
の強み・弱みを
知る

12/12（木）

Dコース 12/18（水） 9：00
～15：00

BPO産業？コン
タクトセンター
って何？

12/16（月）

Eコース 12/19（木） 9：00
～17：00

女性に優しいBPO
産業見学ツアー

（秋田市）
12/17（火）

Fコース 12/25（水） 18：30
～20：30

コンタクトセン
ター実習（短時
間集中コース）

12/20（金）

酒
田
市
観
光
物
産
館（
山
居
倉
庫
酒

田
夢
の
倶
楽
）の
開
館
時
間
の
変
更

　
電
気
設
備
の
保
守
点
検
の
た
め
、
次

の
通
り
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し
ま
す
。
予

約
は
復
旧
次
第
可
能
と
な
り
ま
す
。

日
時
／ 
12
月
14
日
㈯
午
前
７
時
〜
正

午
（
予
定
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
停
止

お
よ
び
図
書
館
の
休
館

シ
ス
テ
ム
名

問
い
合
わ
せ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

☎
２
６︲
５
７
０
６

体
育
施
設
予
約
管
理

シ
ス
テ
ム

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
５︲

７
１
２
２

図
書
館
シ
ス
テ
ム

中
央
図
書
館

☎
２
４︲

２
９
９
６

議
会
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム

市
議
会
事
務
局
議
事
調
査
係

☎
２
６︲

５
７
７
０

◆
中
央
図
書
館
、
児
童
図
書
室
、
八
幡

分
館
、
ひ
ら
た
図
書
セ
ン
タ
ー
、
松
山

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

【
時
間
変
更
】
12
月
６
日
㈮
午
前
10
時

〜
午
後
６
時

【
休
館
】
12
月
７
日
㈯
〜
13
日
㈮

問 

光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３-

０
１
７
０

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
12
月
31
日
現
在
で
工

業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
12
月
中

旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

光
ケ
丘
プ
ー
ル
の
施
設
修
繕
に
伴
う

利
用
時
間
の
変
更
お
よ
び
休
館

分
館
は
終
日
休
館
し
ま
す
。

問 

市
管
財
課
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
１
０

東
北
公
益
文
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
休
館
日

　
同
大
学
の
冬
季
休
業
期
間
に
伴
い
、

次
の
通
り
休
館
し
ま
す
。

期
間
／
12
月
25
日
㈬
〜
平
成
26
年
１
月

３
日
㈮

問 

同
セ
ン
タ
ー 

☎
４
１-

１
１
７
７

問 

市
情
報
管
理
課
統
計
係 

☎
２
６-

５

７
０
５

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
台
風
被
害
に
対
す
る
救
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
】
口
座
記
号
番
号
／
０
０

１
１
０-

２-

５
６
０
６
▼
口
座
加
入
者

名
／
日
本
赤
十
字
社
▼
期
間
／
平
成
26

年
２
月
28
日
㈮
ま
で

◆
通
信
欄
に
「
２
０
１
３
フ
ィ
リ
ピ
ン

台
風
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
受
領

証
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
同
欄
に

「
受
領
証
希
望
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
で
の
振
り

込
み
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
現
金
で
の
受
け
付
け
】
場
所
／
市
役

所
１
階
福
祉
課
地
域
福
祉
係
、
酒
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
新
橋
二
丁
目
）

問 
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６-

５

７
３
１

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
救
援
金
の
受
け
付
け

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
テ
ス
ト
配
信

　
三
川
町
で
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
テ
ス
ト
送
信
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
／
12
月
18
日
㈬
午
前
10
時
▼
受
信

範
囲
／
三
川
町
と
酒
田
市
の
境
界
付
近

▼
内
容
／
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
、
テ
ス

ト
メ
ー
ル
が
受
信

問 

三
川
町
総
務
課 

☎
０
２
３
５-

３
５-

７
０
１
０
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催
　
し

日
時
／
12
月
10
日
㈫
午
後
１
時
〜
16
日

㈪
午
後
３
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
入
札
方
法
／
用
紙
入
札
▼
最
低

基
準
／
色
紙
１
千
５
０
０
円
、
楽
焼
２

市
民
芸
術
祭
参
加
事
業

　
酒
田
の
ま
ち
は
な
ぜ
こ
こ
に
で
き
て
、

こ
の
形
に
な
っ
た
の
か
。

　
意
外
と
知
ら
な
い
、
聞
い
た
ら
誰
か

に
話
し
た
く
な
る
酒
田
の
あ
れ
こ
れ
を

交
え
な
が
ら
、
酒
田
の
ま
ち
の
成
り
立

ち
と
魅
力
、
未
来
に
残
す
た
め
の
制
度

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
緑
町
）
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も

【
ハ
ッ
ピ
ー
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３
】
日
時
／
12
月
15
日
㈰
午
後

▼
定
員
／
２
０
０
人
▼
内
容
／
景
観
か

ら
読
む
湊み

な
と

町
酒
田
の
歴
史
、
魅
力
あ
る

風
景
を
未
来
へ
▼
講
師
／
愛
知
県
立
大

学
日
本
文
化
学
部
准
教
授 

山
村
亜
希

氏
、
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
文
部

科
学
技
官 

鈴
木
地
平
氏
▼
費
用
／
無

料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問 

市
社
会
教
育
課
文
化
財
係 

☎
２
４-

２
９
９
４

新春書き初め会に参加しませんか

第19回やわた百人一首かるた大会

日時／平成26年1月5日(日）午前9
時30分～11時15分（受け付けは9
時～） ▼場所／総合文化センター

▼対象／市内の小中学生 ▼定員／
先着50人 ▼ 講師／平田明山氏、 
渡部庚新氏 ▼持ち物／書道の道具

（100センチ㍍×24センチ㍍の規
格半紙も含む）、古新聞紙、内履き。
題材は自由 ▼費用／無料 ▼申し込
み／12月6日（金）～24日（火）の午

日時／平成26年1月11日（土）午前9時～ ▼場所／八幡タウンセ
ンター ▼対象／【個人戦】小学生～一般 【団体戦】小学生3人1組

（2人1組でも可） ▼費用／無料 ▼申し込み／12月24日（火）正午
まで八幡総合支所地域振興課へ ☎64-3111、564-3110
◆申し込み用紙は同課にあります。

第
54
回
酒
田
市
教
育
委
員
会

科
学
賞
作
品

日
時
／
12
月
14
日
㈯
午
前
10
時
10
分
〜

11
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
人
形
劇
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
あ
さ
の
葉

会
」冬
の
お
話
会

前10時～午後5時に総合文化センター内、市社会教育課社会教
育係 ☎24-2993へ電話、または直接

対
象
／
市
内
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
生

徒
お
よ
び
青
少
年
（
一
般
）
の
科
学
的

研
究
物
▼
申
し
込
み
／
平
成
26
年
１
月

８
日
㈬
午
後
４
時
ま
で
、
〒
９
９
８-

０
０
４
４
、
酒
田
市
中
町
一
丁
目
４- 

10
、
酒
田
市
学
校
教
育
課
指
導
係
へ
持

参
ま
た
は
郵
送

◆
詳
し
く
は
、
市
学
校
教
育
課
指
導
係 

☎
２
６-

５
７
７
５
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
10
日
㈫
、
平
成
26
年
１
月

７
日
㈫
の
午
後
７
時
〜
９
時
、
12
月
11

日
㈬
午
前
９
時
〜
11
時
▼
場
所
／
ひ
ら

た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校
生

以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持
ち

物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用
／

５
０
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前
日

ま
で
平
田
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
係
へ 

☎
５
２-
３
９
１
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

１
時
〜
４
時
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼

入
場
料
／
大
人
１
千
円
、
学
生
５
０
０

円
（
協
賛
者
証
持
参
の
方
は
無
料
）

問 

ハ
ッ
ピ
ー
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
務
局
、
奥
山 

☎
２
３-

１
０
２
０

【
２
０
１
３
ミ
ュ
ー
ズ
の
会 

未
来
に
羽

ば
た
く
音
楽
生
た
ち
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
】
日
時
／
12
月
23
日
㈷

午
後
１
時
〜
４
時
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー

ル
▼
入
場
料
／
無
料
（
要
整
理
券
）

問 

ミ
ュ
ー
ズ
の
会
、
光
国
寺 

☎
２
４-

５
７
１
０

問 

希
望
ホ
ー
ル
内
、酒
田
市
民
芸
術
祭
実

行
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
４
５
０

消
防
職
員
意
見
発
表
会
・

消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

日
時
／
12
月
14
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
災
害
現
場
の
最
前
線
で
働
く
消
防
職

員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
消
防
音
楽
隊
の

演
奏
▼
費
用
／
無
料

問 

酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
予
防
課 

☎
６
１-

７
１
１
９

文
化
的
景
観
講
演
会

酒
田
の
ま
ち
は
な
ん
で
こ
ん
な
か
た
ち
？

歳
末
た
す
け
あ
い
色
紙
展・楽
焼
展

お正月を楽しもう！当
日
会
場
へ

問 

中
央
図
書
館 

☎
２
４-

２
９
９
６
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年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て
は
、
各

施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

展
　
示

☎
３
１-

０
０
９
５　

 

酒
田
市
美
術
館

月
曜
日
休
館
、
12
月
24
日
㈫
～
平
成
26
年

1
月
3
日
㈮
は
展
示
替
え
な
ど
の
た
め
休
館

【
常
設
】
國
領
經
郎
、佐
藤
昌
祐
、岸
田

隆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン﹇
12
月
23
日
㈷
ま
で
﹈

◆
開
館
30
周
年
記
念
展 

古
寺
巡
礼
―
と
っ

て
お
き
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
― 

◆
出
会
い
の

結
実「
女
優
と
文
化
財
」よ
り﹇
12
月
15

日
㈰
ま
で
﹈

◆
第
32
回
土
門
拳
賞
受
賞
作
品
展

亀
山
亮「A

ア
フ
リ
カ

FRIKA W

ウ
オ
ー

AR J

ジ
ャ
ー
ナ
ル

OURNAL

」﹇
12

月
18
日
㈬
〜
平
成
26
年
３
月
22
日
㈯
﹈

◆
戦
前
日
本 

土
門
拳
の
見
た
人
々
の

暮
ら
し 

◆
室
生
寺﹇
12
月
18
日
㈬
〜
平

成
26
年
４
月
６
日
㈰
﹈ ☎

３
１-

０
０
２
８　

 

土
門
拳
記
念
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

休
館
12
月
17
日
㈫
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

◆
庄
内
の
染
め
織
り
―
歴
史
と
技
―

﹇
平
成
26
年
２
月
９
日
㈰
ま
で
﹈

☎
２
４-

６
５
４
４　

 

酒
田
市
立
資
料
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
絵
図
面
の
世
界
―
江

戸
期
の
庄
内
・
酒
田
―
」﹇
平
成
26
年

☎
２
２-

０
５
５
１　

 

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

月
曜
日
・
祝
日
休
館

◆
阿
部
次
郎
生
誕
１
３
０
年 

阿
部
家

の
ひ
と
び
と
―
次
郎
と
そ
の
兄
弟
た
ち

―
﹇
12
月
７
日
㈯
〜
平
成
26
年
２
月
11

日
㈷
﹈（
裏
表
紙
参
照
） ☎

６
２-

２
６
３
２　

 

松
山
文
化
伝
承
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
写
真
で
見
る
懐
か
し
の
料
亭
「
山
王

く
ら
ぶ
」﹇
12
月
６
日
㈮
〜
平
成
26
年

２
月
11
日
㈷
﹈

◆
手
作
り
作
品
展
と
制
作
体
験
﹇
12
月

26
日
㈭
ま
で
﹈（
本
紙
11
月
１
日
号
参
照
）

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

◆
映
画
「
お
し
ん
」
公
開
記
念 

特
別

展
示「
お
し
ん
展
」﹇
12
月
３
日
㈫
ま
で
﹈

◆
旧
鐙
屋
の
冬
じ
た
く
﹇
12
月
５
日
㈭

〜
23
日
㈷
﹈

◆
酒
田
の
お
正
月
展
―
塞
道
の
幕
と
飛

島
の
エ
ベ
ス
船
―
﹇
12
月
25
日
㈬
〜
平

成
26
年
１
月
31
日
㈮
﹈☎

２
２-

０
１
４
６　

☎
２
２-

５
０
０
１　

 

山
王
く
ら
ぶ

 

旧
鐙
屋

鶴
舞
園
・
清
遠
閣
２
０
０
年
記
念

◆
武
家
文
書
と
刀
鐔 

◆
大
正
・
昭
和
の

洋
画
―
美
か
ら
「
表
現
」
へ
―
﹇
12
月

23
日
㈷
ま
で
﹈

☎
２
４-

４
３
１
１　

 

本
間
美
術
館

◆
飽
海
地
区
高
等
学
校
美
術
教
師
展

﹇
12
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈷
﹈

☎
２
３-

１
９
１
１　

 

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

水
曜
日
休
館

日
時
／
12
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

本
市
在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員

／
先
着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る

相
談
（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
し
込

み
時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
）
▼
相
談
員
／
渡
辺
倫
子
弁
護
士

千
円
、
置
き
駒
３
千
円

問 

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
２
３-

５
７
６
５

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

◆
庄
内
の
遺
産
Ⅱ
…
庄
内
竿
・
美
術
工

芸
品
・
民
芸
品
﹇
12
月
29
日
㈰
ま
で
﹈

☎
２
１-

２
３
１
０　

 

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

水
曜
日
休
館

◆
浪
漫
を
た
ど
る
「
紅
花
展
」﹇
12
月

８
日
㈰
ま
で
﹈

◆
酒
田
の
押
絵
羽
子
板
展
﹇
12
月
12
日

㈭
〜
平
成
26
年
２
月
２
日
㈰
﹈

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」
と
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

☎
２
２-

１
２
２
３　

 

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６　

 

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

金
曜
～
日
曜
日
開
館

無
料
法
律
相
談 相
　
談

▼
申
し
込
み
／
12
月
３
日
㈫
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７
２
６

日
時
／
12
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
▼
相
談
員
／
東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼

申
し
込
み
／
東
海
林
法
律
事
務
所
へ 

☎
０
３-

６
３
８
０-

６
１
０
５

ひ
ら
た
無
料
法
律
相
談

期
日
・
場
所
／
12
月
７
日
㈯
・
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
、
12
月
10
日
㈫
・
ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
時
間
／
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼

内
容
／
夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、

虐
待
、
遺
産
相
続
、
い
じ
め
問
題
、
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
▼
相
談
員
／
人

権
擁
護
委
員
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問 

山
形
地
方
法
務
局
酒
田
支
局 

☎
２
５-

２
２
２
１

無
料
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

２
月
28
日
㈮
ま
で
﹈

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

日
時
／
12
月
19
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁（
三
川

町
）▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
申
し
込
み

／
12
月
18
日
㈬
ま
で
、県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産（
庄
内
総
合
支
庁

内
）へ 

☎
０
２
３
５-

６
６-

３
２
１
０

弁
護
士
に
よ
る

住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
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 酒田市休日診療所 12月の診療日  親子ふれあいサロンへどうぞ 【12月・1月の予定】
期 日 時 間 内　容 対象・定員 申し込み

12／2（月）10:30～
12：00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童と
保護者 当日会場へ

12／10（火）10:00～
12：00

「食育講座」クッキング幼児食 
講師／管理栄養士 星川陽子氏

1歳6か月～2歳
の子どもと保護
者8組

受け付け中

12／11（水）10：30～
11：00

「おはなしひろば」 
絵本の読み聞かせ

就学前児童と
保護者 当日会場へ

12／15（日）10:00～
12：30

「つくってみよう」＆「わんぱく広場」 
パパと作ろうおいしいおそば 
講師／岩間政幸氏

年長児・小学生
と父親8組 受け付け中

12／18（水）10:30～
11：30

「あそびのおへや」 
わくわくクリスマス

就学前児童と
保護者 当日会場へ

平成26年
1／6（月）

10:30～
11：30

「わんぱく広場」 
書き初め教室 
講師／佐藤正志氏

小学3年～ 
6年生8人

12／5（木） 
9：30～

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8:30～17:15
（12：00～13：00を除く）

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所多重
債務相談窓口

月～金曜日／8:30～17:15 
（祝日、年末年始を除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課 

［専用電話］023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

10日(火)、24(火)／
9:30～12:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(火)／10:00～15:00
20日(金)／9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9:00～16:00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

3日(火)、17日(火)／
13:00～15:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(火)／10:00～15:00
20日(金)／9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

女性のための相談 月～金曜日／
9:00～16:00

交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／
9:00～16:00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）電話相談可。
無料弁護士相談もあります。
☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教育相談
室　　0120-783-042

青少年相談 月～金曜日／9:30～16:30 中町庁舎4階、市青少年指導セン
ター ☎24-2901

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

心配ごと相談 3日(火)、17日(火)／
9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目
1-19） ☎23-5765

高齢者相談

［生活・福祉等］月曜～金曜日
／9：00～17：00［法律］月曜
日、［税金］偶数月第1水曜日、

［ 認 知 症 ］火 曜・金 曜 日 ／
13：30～16：00

山形県社会福祉協議会高齢者総
合相談センター
☎023-622-6511

若者の就職・転職・仕
事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター庄
内プラザ（産業会館1階）
　 0120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保険
労務士駐在日） 金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5491
再就職の雇用相談
窓口 月～金曜日／9：00～17：00 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5499
身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

女性の健康相談 次回平成26年1月22日(水)／
15:30～16:30（要予約）

庄内保健所酒田出張所（若浜コ
ミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

精神保健福祉相談
2日(月)／13:30～15:30

（要予約）
◆次回平成26年1月6日(月)

庄内保健所酒田出張所（若浜コ
ミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

ひきこもり相談 24日(火)／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミジ
ア感染症、B型肝炎お
よびC型肝炎個別相
談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：30～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

問  親子ふれあいサロン ☎26-5613

1日（日）、8日（日）、15日（日）、22日（日）、23日（祝）、
29日（日）、31（火）です。
※急病や軽いけがのときにおいでください。小児科医による診療は日中のみです。
※保険証を忘れずにお持ちください。

眠れない…は 心のSOS
【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733　　　　　　　　　平田総合支所市民福祉課 ☎52‐3911
八幡総合支所市民福祉課 ☎64‐3113　　庄内保健所地域保健福祉課
松山総合支所市民福祉課 ☎62‐2611　　☎0235‐66‐4931

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分（ただし、
午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます） 【夜間】午後5時30分～8
時30分▶場所／船場町二丁目1-31市民健康センター別館▶電話／21-5225

（受付時間中のみ）▶平日のお問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

◎12月の各種相談　　ひとりで悩まずにご相談ください。

は ん こ た ん な庄内広域広報

一人で悩まず相談を

日時／12月15日（日）、18日（水）の
午前10時～午後1時 ▼場所／四季
の森 しらい自然館 ▼対象／どなた
でも（15日は初心者のみ） ▼定員／
各日先着20人 ▼内容／金俣そば粉
を使ってのそば打ち ▼費用／2,000
円（そば粉4人分のお土産付き） ▼

申し込み／開催日3日前まで同館
へ ☎72-2069

日時／12月14日（土）午後5時～8時 ▼
場所／庄内町の飲食店4店舗 ▼対象
／20歳以上で独身の方 ▼定員／男女
各15組（同性2人1組で申し込んでく
ださい） ▼費用／男性6,000円、女性
2,000円 ▼申し込み／庄内町街コン
実行委員会事務局へ ☎42-0163、E
メールchiikishinko@town.shonai.
yamagata.jp

開設期間／12月7日（土）～平成26年3月2日（日） ▼時
間／【月曜～金曜日】午後1時～6時【土曜・日曜日、祝
日、年末年始（12月29日～1月3日。1月1日は休み）】
午前10時～午後7時 ▼費用／【使用料】中学生以下
200円、高校生300円、大人500円 【貸靴料】300円
◆12月7日（土）、8日（日）はオープン記念で無料。第
2・第4土曜日は高校生以下無料（いずれも貸靴は有料）。
問鶴岡市体育協会 ☎0235-25-8131、または小真木
原スケート場 ☎0235-23-5694

しらい自然館おもしろ自然塾
恒例「年越し」そば打ち体験

小真木原スケート場（小真木原公園内）
オープン 恋どころ♡庄内町コン

遊 佐 町 鶴 岡 市 庄 内 町

18



問JR東日本酒田保線技術センター ☎22-0089

問JR東日本羽後本荘保線技術センター ☎0184-22-3604

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて
公営住宅法に適合する方 ▼家賃／所得に応じて ▼入
居時期／平成26年2月上旬 ▼申し込み／12月5日（木）
～11日（水）の午前10時～午後5時に県営住宅指定管
理者西王不動産（庄内総合支庁内）へ ☎0235-66-3210

日時／12月13日（金）午前11時～午後4時 ▼場所／酒田
夢の倶楽（山居町一丁目） ▼対象／どなたでも ▼内容
／パッケージの個別相談 ▼講師／株式会社マクロス代
表取締役 三浦敏氏 ▼費用／無料 ▼申し込み／12月9日

（月）まで、（一社）酒田観光物産協会へ ☎22-1223

期日／12月11日（水）、平成26年1月15日（水）、2月26日
（水）（全3回） ▼時間／午後7時～8時30分 ▼場所／地域
福祉センター（新橋二丁目） ▼対象／3回とも受講でき
る方 ▼内容／基本的な傾聴を学ぶ（ロールプレイなど）

▼講師／庄内傾聴塾会員 ▼費用／無料 ▼申し込み／
12月9日（月）まで酒田市ボランティアセンターへ ☎43-

日時／平成26年1月12日（日）午前9時30分～、午後1時
30分～ ▼場所／旧鐙屋（中町一丁目） ▼対象／小学生
以上 ▼定員／各回先着40人 ▼費用／小中学生300円、
高校生以上500円（参加賞あり） ▼申し込み／12月3日

（火）～28日（土）に旧鐙屋へ ☎22-5001

日時・場所／12月10日（火）午前10時～11時・本町温
泉スパガーデン、12月25日（水）午後2時～3時・かんぽ
の宿酒田 ▼対象／どなたでも ▼内容／血圧、体脂肪・
内臓脂肪、血管年齢の測定 ▼費用／無料 ▼申し込み
／当日会場へ
問本間病院友の会 ☎26-6631

日時／12月14日（土）午前10時～11時30分 ▼場所／港南
学区コミュニティ防災センター ▼対象／就学前児童と保
護者 ▼定員／先着30組 ▼費用／無料 ▼申し込み／子育
てサポートサークル ぴーちくぱーくへ ☎070-5622-9931

区分 踏切名（場所） 車両通行止め期間

市道
茨野（茨野新田地内）12月5日（木）～平成26年3月7日（金）
下勝保（勝保関地内）12月12日（木）～平成26年2月25日（火）

区分 踏切名（場所） 車両通行止め期間
市道 京屋（保岡地内）

12月23日（祝）～平成26年2月28日（金）
農道 下市神（本楯地内）  

日時／12月20日（金）午後3時～7時 ▼場所／東北労働
金庫酒田支店（千石町一丁目） ▼対象／酒田、飽海地域
在住または勤務先のある方 ▼定員／先着8人 ▼相談員
／東海林正樹弁護士 ▼申し込み／12月3日（火）～東北
労働金庫酒田支店へ ☎22-0321

【名作映画鑑賞会】期日・内容／12月11日（水）・「真夏の
オリオン」、12月25日（水）・「男はつらいよ」 ▼時間／午後
1時30分～ ▼費用／無料 【うたごえ喫茶】日時／12月2日

（月）午後7時～ ▼費用／400円
問すまいる ☎52-3130

日時／12月7日（土）午前9時30分～正午 ▼場所／交流ひ
ろば ▼内容／借金、相続、認知症、高齢者などの財産管
理、成年後見制度の活用などの問題 ▼相談員／行政書
士 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問特定非営利活動法人ライフサポート庄内、佐藤 ☎
090-7930-3901

8165、Eメールvolunteer@sakata-shakyo.or.jp

期間／12月31日（火）まで ▼活動重点／・金融機関、
コンビニエンスストアなどでの強盗事件の未然防止 
・少年の非行・犯罪被害防止 ・利殖勧誘事犯・振り
込め詐欺などの被害防止 ・暴力団犯罪の取り締まり
の強化 ・飲酒運転の撲滅と交通死亡事故の抑止
問 酒田警察署生活安全課 ☎23-0110

冬季間の踏切車両通行止め

県営住宅12月募集

傾聴基本講座－聴き上手でコミュニケーション上手2－

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分
川南1号 若宮町二丁目 1 一般用
川南2号 若宮町二丁目 1 一般用
川南3号 若宮町二丁目 1 一般用
鳥海2号 富士見町三丁目 1 一般用
北新町 北新町一丁目 1 一般用

商品パッケージ個別相談会参加者募集

酒田方言かるた大会参加者募集

まちかど健康チェック 血管年齢測定

ぴーちくぱーくのつどい 親子で楽しむクリスマス会

ひらたタウンセンター すまいるの催し

飽海地区労働者福祉協議会 勤労者無料法律相談

くらしの無料相談所
「お金のトラブル、相続、成年後見相談所」

年末特別警戒取り締まりの実施
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歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　3年前に2人でスタートした女子サッカーサークル。男
子との合同練習やフットサルの大会に出場するなど、少
人数ながらも活動を続けてきました。
　今年4月、実績のある菅野監督を迎え、本学の強化指
定運動部となりました。とはいえ部員は少ないままで、
単独チームでの公式戦出場は諦めていました。そんな中、
山形大学との合同チームで全国大会の東北予選に出場し
て準優勝を果たし、12月に行われる全国大会への切符
を手にしました。
　私はゴールキーパーとして「失点を抑えること」を目
標に予選に臨みましたが、強豪校相手に8失点し、力不
足を痛感しました。全国大会は
さらに厳しい試合になります
が、チームメイトとコミュニケ
ーションを取り、初戦突破を目
指して全力を尽くします。

 

「
ロ
ト
６
」
と
は
、
異
な
る
６
個

の
数
字
を
選
ん
で
購
入
す
る
数
字

選
択
式
宝
く
じ
で
す
。
１
年
中
、

毎
日
購
入
可
能
で
、
抽
選
日
は
月

曜
・
木
曜
日
で
す
。

 

「
突
然
『
会
員
に
な
れ
ば
「
ロ
ト

６
」
の
当
選
番
号
を
事
前
に
教
え

る
。
当
選
番
号
を
言
う
か
ら
、
明

日
の
新
聞
で
確
認
し
て
み
て
』
と

電
話
が
あ
っ
た
。
翌
日
の
新
聞
で

確
認
す
る
と
当
た
っ
て
い
た
の
で

す
っ
か
り
信
用
し
、
会
員
に
な
る

た
め
に
、
高
額
な
情
報
料
や
預
託

金
を
支
払
わ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
抽

選
は
午
後
６
時
45
分
か
ら
行
わ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
生
中
継
さ

れ
ま
す
。
抽
選
の
結
果
が
翌
日
の

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
の
時
間

差
を
利
用
し
、
消
費
者
を
だ
ま
す

と
い
う
手
口
で
す
。
抽
選
は
公
正

に
行
わ
れ
て
お
り
、
抽
選
結
果
が

事
前
に
分
か
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
う
ま
い
話
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
で

す
。
困
っ
た
時
は
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館　☎24-2996
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全日本大学女子サッカー選手権に出られるまで
高橋 岬（3年）

　
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
と
も
に
武

士
が
政
治
の
中
枢
を
担
う
時
代
が

本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
方
に
お
い
て
も
武
士
が
歴
史

の
表
舞
台
に
登
場
し
、
こ
の
辺
り

で
も
戦
国
期
に
か
け
て
、
新
田
目

城
、
朝
日
山
城
、
砂
越
城
、
東
禅

寺
城
、
大
宝
寺
城
、
尾
浦
城
な
ど

を
拠
点
に
、
有
力
者
た
ち
が
覇
を

競
っ
て
い
ま
し
た
。

　
砂
越
城
の
創
建
主
は
、
初
め
の

こ
ろ
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

鎌
倉
に
近
い
藤
沢
市
清し

ょ
う
じ
ょ
う浄

光こ
う

寺じ

の
時
宗
過
去
帳
に
「
羽
州
沙
越
」

氏
（
１
３
５
７
年
）
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
「
石
黒
家
記
」

に
よ
れ
ば
南
北
朝
時
代
末
に
畿
内

の
守
護
大
名 

赤
松
氏
ゆ
か
り
の

石
黒
氏
が
築
城
し
た
後
、
鎌
倉
武

士
が
来
て
石
黒
氏
を
追
い
、
砂
越

城
主
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
文
明
10
（
１
４
７
８
）
年
、
砂

越
氏う
じ
か
つ雄
は
、
室
町
幕
府
に
馬
二
匹

を
献
上
し
、
武
藤
氏
と
争
う
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

　
城
そ
の
も
の
は
最
上
川
を
防
御

線
と
し
て
利
用
し
た
東
西
約
７
０

０
㍍
、
南
北
約
４
５
０
㍍
の
長
方

形
の
平
城
で
、
家
臣
団
の
屋
敷
や

町
家
も
配
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
、
神
社
と
な
っ
て
い
る

曲く
る
わ輪

（
主
郭
、
本
丸
部
分
）
に
は

濠
と
土
塁
が
巡
り
、
正
面
入
口
と

な
る
南
虎こ
ぐ
ち口
は
土
塁
の
ラ
イ
ン
を

わ
ざ
と
外
し
た
食
い
違
い
虎
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
隣
の
寺
域
部

分
は
二
ノ
丸
と
考
え
ら
れ
、
同
じ

よ
う
に
濠
と
土
塁
が
巡
っ
て
い
た

よ
う
で
、
現
在
も
南
側
に
そ
の
一

部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
馬
の
い
な
な

き
、
甲か
っ
ち
ゅ
う冑
の
擦
れ
合
う
音
、
人
々

の
ざ
わ
め
き
が
数
百
年
の
時
間
を

超
え
て
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

8
 春

はるまちづき
待月のさんぽ 

監
修
／
小
野
寺 

雅
昭
氏

砂
越
城
を
行
く
。

｢

ロ
ト
６
の
当
選
番
号
を
教
え

ま
す｣

は
詐
欺
の
手
口
！

56

▲砂越城曲輪南側に残る土塁
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今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館　☎24-2996

vol.8工場長代理
加藤 淳さん

北日本オイル 株式会社

日
本
海
側
唯一の
国
産
原
油
精
製
工
場

　
石
油
化
学
製
品
の
原
料
と
な
る
原
油
の

ほ
と
ん
ど
は
海
外
で
採
掘
さ
れ
ま
す
が
、

庄
内
地
方
で
も
昭
和
16
年
ご
ろ
か
ら
本
格

的
な
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
で

は
、
庄
内
町
余
目
地
区
の
油
田
か
ら
産
出

さ
れ
る
原
油
の
精
製
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
原
油
は
沸
点
の
違
う
炭
化
水
素
の
混
合

物
で
あ
る
た
め
、
用
途
に
合
わ
せ
各
成
分

に
分
離
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
比
重
が
軽
い
成
分
か
ら
順
次
蒸
発
す
る

性
質
を
利
用
し
、
加
熱
し
た
原
油
を
蒸
留

塔
内
へ
投
入
し
蒸
気
化
さ
せ
る
と
、
沸
点

の
低
い
順
に
上
部
か
ら
ナ
フ
サ
（
ガ
ソ
リ

ン
の
原
料
）、
灯
油
、
軽
油
、
重
油
の
順

で
各
層
へ
分
離
し
ま
す
。
そ
の
後
冷
却
し
、

再
び
液
体
に
な
っ
た
各
成
分
を
回
収
し
ま

す
。
上
の
写
真
の
よ
う
な
蒸
留
塔
が
あ
る

の
は
、
日
本
海
側
で
は
当
社
が
唯
一
で
す
。

廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
む

　
原
油
精
製
を
行
う
一
方
、
会
社
設
立
時

か
ら
車
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
工
作
機
械

の
潤
滑
油
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
し
た
廃
油
か

ら
金
属
く
ず
を
除
去
し
、
遠
心
分
離
機
で

水
分
を
脱
水
し
再
生
重
油
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
作
ら
れ
た
石
油
製
品
や
再
生
重

油
は
、
主
に
県
内
の
工
場
や
農
業
用
加
温

ハ
ウ
ス
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　橘廉太郎と弦次郎は年子で同じ学年の高校
1年。バイオリンに賭けている弟・弦次郎と
違い、もう二度と楽器は弾かないと決めてい
た兄・廉太郎だったが、しつこくギター部に
誘われ…。音楽青春小説。

石
油
資
源
開
発
㈱
余
目
油
田
（
庄
内

町
余
目
）
の
様
子
。
地
下
１
千
㍍
か

ら
採
掘
さ
れ
た
原
油
を
、
当
社
で
精

製
し
て
い
ま
す
。

　クリスマスの朝、飛び起きてプレゼントを
見に行ったローランドは、がっかり。1年間
ずっと楽しみにしていたのに、プレゼントは
これまでで一番小さかったのです。ローラン
ドが「大きなプレゼントに変えてください」
と願うと…。

　シンプルな形での表現と、スマートな折り
の行程が特徴の、松野幸彦のおりがみ作品集。
お正月の飾りなどに使える、十二支の動物の
折り方をイラストで丁寧に解説。かぶとや収
納台など、十二支以外の作品も取り上げます。

レントゲン
風野潮／著　ぢゅん子／画

講談社

干支とかぶとを折る
松野幸彦／作　日本折紙協会／編

日本折紙協会

いちばんちいさなクリスマス
プレゼント

ピーター・レイノルズ／ぶん・え
なかがわちひろ／やく

主婦の友社

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

左
よ
り
原
油
（
黒
色
）、
ナ
フ
サ
（
透

明
）、Ａ
重
油
（
黄
色
）、Ｂ
重
油
（
黒

色
）。
比
重
が
重
い
成
分
ほ
ど
色
が

濃
く
な
り
ま
す
。

酒田工場（下瀬）左より常圧蒸留塔、加熱炉

【企業の概要】
 沿　　革   昭和48年北日本オイルとして会社設立、工場を酒田市下瀬

に開設、昭和53年石油資源開発㈱の傘下になる、平成9年余
目事業所を開設、平成12年本社事務所を山居町に移転

 商　　号  北日本オイル株式会社 
 資 本 金  8,000万円
 住　　所  酒田市山居町二丁目14-5　☎24-0321
 代 表 者  代表取締役社長 青山 栄享
 従業員数  46人
 事業内容  国産原油の精製販売、再生油の製造販売など
 ホームページ  http://www.kitanihonoil.co.jp/index.html
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昔
な
が
ら
の
酒
田
の
味 

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

ワン
ポイント食生活改善推進員からの

　
ま
め（
よ
く
）に
働
き
、ま
め（
健
康
）

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
願
い
が
込
め
ら

れ
る
黒
豆
。
お
正
月
は
も
ち
ろ
ん
、
大

黒
さ
ま
へ
手
作
り
の
黒
豆
煮
を
お
供
え

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【作りかた】
① 黒豆はさっと洗い、ザル

にあげて水を切る。
② 厚手の深鍋に水と砂糖と

Ａを入れて火にかける。
③ 沸騰したら熱いうちに①

を入れ、火をとめる。この
まま一晩置くので、ふた
をする。

④ ③のふたを取り、火にかける。沸騰したらアクをすくい
弱火にする。

⑤ 落としぶたをして豆が煮汁から出ないようにし、ゆっく
り6時間～8時間煮る。

黒豆煮

砂糖の代わりにザラメを使用すると、
こくが出ます。好みで甘さを調節しましょう。

43

【材料】作りやすい分量
・黒豆 ·····················250㌘
・水 ······················8カップ
・砂糖 ······· 200㌘～250㌘

・塩 ·················· 小さじ1/2 
・しょうゆ ············· 大さじ1 
・重層 ·············· 小さじ1/2

百
分
の
１
秒
に
か
け
る

 

「
２
０
０
㍍
で
優
勝
す
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
番
で
は
、
日
頃
の

練
習
通
り
の
走
り
が
で
き
て
自
己
ベ
ス
ト

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
大
会
を

振
り
返
る
佐
藤
さ
ん
。

　
10
月
18
日
〜
20
日
に
愛
知
県
で
行
わ
れ

た
高
校
1
年
生
・
２
年
生
が
対
象
の
日
本

ユ
ー
ス
大
会
で
１
０
０
㍍
と
２
０
０
㍍
に

出
場
し
、
２
０
０
㍍
で
優
勝
、
１
０
０
㍍

で
も
３
位
に
入
賞
し
た
実
力
者
で
す
。

 

「
先
に
１
０
０
㍍
で
入
賞
で
き
た
こ
と
で

余
分
な
力
が
抜
け
て
、
２
０
０
㍍
で
も
い

い
結
果
を
残
せ
ま
し
た
」

　
小
さ
い
頃
か
ら
足
が
速
く
、
小
中
学
生

と
言
い
ま
す
。

 

「
親
孝
行
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り

陸
上
を
続
け
て
き
ま
し
た
」

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
次
の
目
標

　
陸
上
一
筋
で
来
ま
し
た
が
、
決
し
て
順

風
満
帆
で
は
な
く
、
高
校
一
年
の
と
き
に
、

け
が
で
苦
し
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

 

「
先
生
の
指
導
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
励
ま

し
、
家
族
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
自
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
輩
か

ら
は
『
け
が
し
て
い
る
と
き
に
も
で
き
る

こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
こ
と
。
焦
ら
な
い

で
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」

　
大
会
な
ど
で
集
中
力
を
保
つ
方
法
は
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
強
く
思
う
こ
と
。

当
面
の
目
標
は
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

優
勝
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

 

「
苦
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
必
ず
そ

れ
が
自
分
の
強
さ
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

き
ま
し
た
」と
陸
上
競
技
へ
の
思
い
を
熱

く
語
る
一
方
「
顧
問
の
先
生
か
ら
は
食
べ

物
や
体
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
指
導
さ

れ
る
の
で
す
が
、
思
い
通
り
に
は
い
き
ま

せ
ん
ね
」
と
高
校
生
ら
し
い
一
面
も
の
ぞ

か
せ
ま
す
。

　
レ
ー
ス
で
は
疾
風
の
ご
と
く
駆
け
る
佐

藤
さ
ん
で
す
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
温
和
な

語
り
口
調
が
印
象
的
で
し
た
。

の
と
き
の
陸
上

全
国
大
会
で
も

入
賞
し
ま
し
た
。

陸
上
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、

陸
上
を
し
て
い

た
父
親
の
影
響

が
大
き
か
っ
た

Sato Hinako

A

酒田・余目間複線開通

思い出のまち 20

　昭和37年12月1日、酒田・余目間の羽
越線が複線開通しました。これにより、
市民にとっては国鉄を利用した際の余目
駅での待ち合わせ時間が解消されました。
　また11月には酒田港の1万㌧岸壁が竣
工し、陸と海の玄関整備により本市産業な
どの発展に大きな弾みがついた年でした。

佐藤 日奈子 さん（富士見町）
酒田南高等学校２年 陸上競技部　日本ユース選手権200㍍優勝

▲先頭を走る佐藤さん（写真は昨年の国体）

22
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先
日
、
久
し
ぶ
り
に
映
画
を
観
に
行
き

ま
し
た
。
是
枝
裕
和
監
督
の
「
そ
し
て
父

に
な
る
」
で
す
。
話
題
作
で
す
の
で
ご
存

じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
物
語
は
、
病

院
で
子
ど
も
が
取
り
違
え
ら
れ
て
い
た
と

生
後
６
年
経
っ
て
知
ら
さ
れ
た
２
つ
の
家

族
の
親
子
を
め
ぐ
り
展
開
し
ま
す
。

　
一
方
は
休
日
出
勤
も
厭い
と
わ
ず
子
ど
も
の

こ
と
は
妻
に
任
せ
き
り
の
エ
リ
ー
ト
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
、
他
方
は
小
さ
な
電
気
屋
を
営

む
子
煩
悩
な
父
親
と
い
う
対
照
的
な
家
族

で
す
。
双
方
と
も
子
ど
も
を
本
来
の
親
の

も
と
に
戻
す
べ
き
か
否
か
で
、
心
が
揺
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、子
煩
悩
な
父
親
が
、サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
父
親
に
、
も
う
少
し
子
ど
も
と
遊
ん

で
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
意
見
す
る
場
面
で

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
父
は
「
自
分
に
は
、

自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
」
と

反
論
す
る
の
で
す
が
、
逆
に
子
煩
悩
な
父

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介
護
者
の
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
本
位
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
は
、
定
期
的
に
運
営
推
進
会
議
を
開

催
し
、
地
域
の
方
も
交
え
な
が
ら
、
介
護
施

設
で
取
り
組
ま
れ
た
活
動
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
運
営
推
進
会
議
で
出
さ
れ
た
活

動
報
告
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
日
中
の
野
外
活
動
の
事
例
】

　
あ
る
介
護
施
設
で
は
、
敷
地
を
利
用
し
て

季
節
に
合
わ
せ
て
野
菜
を
収
穫
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
利
用
者
自
ら
が
収
穫
し
ま
す
。
野
菜

を
収
穫
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
利
用

者
や
収
穫
し
た
野
菜
を
お
い
し
く
い
た
だ
く

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
利
用
者
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
天
候
の
良
い
日
は
、
観
光
名
所
や
文

化
施
設
、
夏
に
は
市
内
の
海
水
浴
場
へ
ド
ラ

イ
ブ
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　
外
の
風
景
に
触
れ
た
結
果
、
利
用
者
は
昔

の
記
憶
を
思
い
出
し
、
脳
に
も
良
い
刺
激
が

与
え
ら
れ
、
日
常
の
生
活
に
意
欲
が
溢
れ
て

き
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
地
域
と
の
交
流
活
動
の
事
例
】

　
あ
る
介
護
施
設
で
は
、
10
月
に
地
域
の
方

と
利
用
者
と
の
共
同
作
業
に
よ
る
芋
煮
作
り

と
会
食
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
民
生
委

員
が
中
心
で
し
た
が
、共
同
作
業
を
通
し
て
利

用
者
と
参
加
者
が
知
り
合
え
た
こ
と
も
あ
り
、

利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
し
て
い

く
た
め
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　
介
護
施
設
で
は
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
要
介
護
者
の

生
活
を
支
え
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
見
守
り
と
理
解
、
活
動
へ
の
参
加
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

か
ら
「
父
親
と
い
う
仕
事
も
今
し
か
で
き

な
い
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
で
は

な
い
か
」
と
反
論
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
映
画
で
は
父
親
を
中
心
に
物
語
が
進
行

し
ま
す
が
、
父
親
に
限
ら
ず
親
と
い
う
仕

事
は
わ
が
子
と
の
間
で
、
し
か
も
そ
の
時

し
か
で
き
な
い
「
旬
」
が
あ
る
仕
事
で
す
。

母
親
に
比
べ
、
父
親
と
子
ど
も
の
距
離
は

微
妙
で
す
。「
出
番
は
ま
だ
先
」「
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
た
ら
」
と
先
延
ば
し
す
る

う
ち
に
、
子
ど
も
は
思
春
期
を
迎
え
、
大

切
な
絆
が
育
た
な
い
ま
ま
、
親
か
ら
離
れ

て
い
く
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
「
愛
さ

れ
て
い
る
と
い
う
実
感
」
は
、
親
と
子
が

ま
な
ざ
し
を
合
わ
せ
、
肌
を
触
れ
合
う
経

験
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
実
感
を

与
え
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
親
の
仕
事
で

は
な
い
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
再
確
認
し

た
映
画
で
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
２
６︲

５
７
３
４

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

親
と
い
う
「
仕
事
」

●お問い合わせ／市介護保険課事業管理係 ☎26-5363

介
護
施
設
で
の
取
り
組
み

―
運
営
推
進
会
議
の
報
告
事
例
か
ら
―
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降雪の季節。ウインタースポーツを待ちかねている人も多いのでは。反面、除雪関係者にはねぎらいの気持ち（す）　 ▼吹き付ける初雪に急かされるように、
進む冬支度。何かと忙しい師走、体調管理は万全に（ま）　 ▼中町モールに今年もイルミネーションが登場。幻想的な光に照らし出された酒田の街を歩いてみ
よう（お）　 ▼冬しか楽しめないスケート。シーズン始めはへっぴり腰、滑れるようになった頃にまた来年…を繰り返す私（み）

　まつやま産業フェアが松
山農村環境改善センターで
開催され、餅つき大会、働
く車・乗車体験、ゲーム、
新商品発表会などの催しが
行われ、大勢の市民が訪れ
ました。

多彩な催しで
にぎわう

11
17

　災害発生時の福祉避難所の設
置に関して本市と社会福祉法人
および医療法人（計18施設）と
の協定が締結されました。

福祉避難所
協定締結式

11
18

　酒田市麺類食堂組合の皆さんに
よる「酒田のラーメン給食」が実
施され、この日は浜田保育園の園
児たちが酒田のおいしいラーメン
をいただきました。給食の後に、
元気なラーメン体操の披露と、手
作りの感謝状が渡されました。

おいしい
ラーメン、
ありがとう！

11
12

　中町モールでイルミネーション点灯
式が行われました。イルミネーション
の光が街をにぎやかにしています。中
町中和会商店街とマリーン5清水屋が
毎年行っており、今年で5回目。来年1
月19日（日）までの午後5時～午前0時
に点灯しています。

冬の街が
にぎやかに

11
22

「ちびっこしょうぼうまつり」
が希望ホールで行われ、市内36
の保育園・幼稚園から約920人
が集まりました。酒田地区広域
行政組合消防音楽隊の演奏の後
に、5園の遊戯やダンスなどが
披露され、最後に園児全員で「ひ
あそびは ぜったいにしません  
ひのようじん」と誓いました。

火遊びは
絶対にしません

11
21

　昔の飛島の暮らしを紹介する資料館
「島のミューゼアム澗

にま

」が飛島にオープ
ンしました。資料館は空き家を改修して
作られ、1階は展示スペース、2階は映画
上映スペースとなっています。

若者グループ
「飛島ロマン」
が資料館を開設

11
14

　第30回山形県女子駅伝
競走大会（上山市～山形
市の5区間20.6キロ㍍）
が開催され、酒田飽海チ
ームが見事優勝しました。

女子駅伝
栄冠を
勝ち取る

11
24

　第44回酒田市民俗芸能公演会 
民俗芸能フェスタが希望ホール
で行われました。地域に伝わる
民俗芸能の競演に、訪れた市民
は盛んに拍手を送っていました。

郷土の民俗芸能
が一堂に

11
24

24

pズームアップ！さかた
私の街さかた。あの日あの時。



　特別出前講座「私たちの先
輩―白崎映美ワークショップ
―」が飛鳥中学校で開催され、
同校生徒は方言川柳や民謡の
ワークショップを通して郷土
への愛着や生きる力を学びま
した。

方言川柳で
郷土愛を学ぶ

11
7

　恒例のひらた文化祭・産業まつり
がひらたタウンセンターなどで開催
されました。地元の旬な野菜や特産
品の販売に加え、体験コーナー、大
道芸、模擬上棟式なども行われ大勢
の市民でにぎわいました。

ひらた文化祭・
産業まつり

11
3

　砂防林を守り育てる心を育む目的で「砂防林を育て
よう」事業が飯森山地区で実施されました。市民ボラ
ンティア、地域の自治会、小学生から大学生など約
270人がクロマツの枝打ちやつる切りを行いました。

砂防林を
守り育てよう

11
9

　地道にボランティア活動に取り
組むなど、地道に社会福祉に尽力
された善行の人を表彰する第23回
酒田市前田福祉賞表彰式が地域福
祉センターで行われ、今年は石黒
正良氏（楯山）と大川渡いきいき
シスターズ（代表 佐藤ゆき子氏）
が表彰されました。

　酒田市農林水産まつり＆森とみどり
のフェスティバルが中心商店街で開催
されました。軒を連ねたテントでは新
鮮な野菜、果物、魚介類、加工品など
が販売され、多くの市民でにぎわいま
した。また酒田どんぶりアイデアコン
テストも同時開催され、1次審査を勝
ち抜いた5点のオリジナルどんぶりの
試食審査が行われました。

農林水産まつり
10

27

　やわた文化祭やまゆ
り芸術祭が八幡タウン
センターで開催されま
した。コーラスや楽器
演奏のほか、フラダン
スや社交ダンスなどの
踊りも披露され、多く
の観客を魅了しました。

歌と踊りの
祭典

11
3

　希望ホールで酒田市中学生合唱祭が行われ、市内8中学校の生徒た
ちが息の合ったハーモニーを披露しました。

最後の中学生合唱祭 華やかに
11

6

前田福祉賞
表彰式

11
6
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No.98

若竹
保育園

リンクに笑顔

総
人
口
 109,546

人
　
世
帯
数
 41,861（

＋
6）

● 男
51,838人（

-29）　● 女
57,708人（

-20）
［
平
成
25年

10月
31日

現
在
］ （
  ）内

は
対
前
月
増
減
数


	
	02
	03
	04
	05
	06
	07


